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用例数から見ると鶻は「呀鶻行」 、 「義鶻行」 、 「画鶻行」
































































































































































善注引）を引くが、後漢・杜詩の「上疏」 （ 『後漢書』巻六一、杜詩伝 に、 「陛下起兵十有三年、将帥和睦、士卒鳧薻（陛下は兵を起こして十有三年、将帥は和睦し、士卒は鳧
薻

















































































においては狩猟の対象などとして詠じられていたものが、『楚辞』 「卜居」の発想を承けた劉楨の詩になって、拘束のない境地に浮かぶ鳥というイメージを帯び ようになり、顔延年の詩 もこの延長上にあることが見てとれよう。 「阿子歌」では高潔な鳥として詠じられている うだが、はっきりしない。 「飛舄」 語はこれら は別に王喬の故事から生まれたもの ある。
二
　『杜詩詳注』 （以下、 『詳注』 ）を検索すると、鳧は、 「浴鳧」という形で三例が、 「鳧雁」 、 「鳧鷖」 、 「鳧雛」という形で二例ずつが見えており このほか「鳧舄」が二例








































































　『詳注』は、 「三聯、臨別之景（三聯は、別れに臨むの景） 。 」といい、ここでも『淮南子』を引く。こ 詩でも
「涪城県香積寺官閣」と同様に春の夕暮れ時に水浴びするカモが登場している。杜甫は宝応元年（七六二）の七月、長安に召還される厳武を送って成都 北北東の町、綿州（四川省綿陽市）まで行った。この頃成都では徐知道が反乱を起こし、杜甫は家族を梓州に避難させた。杜甫が厳武の再赴任を聞いて成都の草堂に戻るのは広徳二年（七六四） 春のことである。群れをなして遊ぶカモに、杜甫はあり得べき家族の姿を見ていたのではないだろうか。　
次に鳧が登場するのは「大暦三年春、白帝城放船、出瞿






























































































































































第四句は、人が近づかないので水鳥が集まって勝手気ままに遊んでいることをいう。 『詳注』がいうように人里離れた奥深い場所であることを詠ずるには違いないが、カモなどの水鳥が自由に乱れ泳いでいることをいうのは成都の草堂に戻れない自身の境遇がそれとは異 ることを含んでいるであろう。 「鳧鴨」の語は杜詩においてはここにしか見えない。　





































































を興す） 。 」と述べるように、頸聯に渡り鳥であるカモとガンは南方に去り、クマとヒグマは体重を増やしてそれぞれ越冬の準備をしていることを述べるのは、これらが杜甫に久しく旅にある感慨を喚起したからである。 『杜臆』巻七はさらに踏みこんで、 「後四句自写情事。 『鳧鶴
ママ
高去』 、己































































































































　「白鳧行」は杜甫によって工夫された新題楽府である。杜甫以前に「白鳧謡（ 『北史』巻五一、高元海伝、 『古詩紀』巻一一一） 」があり、これには「白鳧翁」の語はあるものの、杜甫の「白鳧行」との関連は見られない。また



















































これを「橋陵詩三十韻、因呈県内諸官」においては「鳧影」に、 西閣、 度期大昌厳明府同宿、不到」においては「早鳧」に、 「奉贈蕭 二使君」においては「王鳧」にと、いずれも王喬の故事を念頭に置きながらも、これに工夫を加えて、新たな語を創造したのである。　
次に三例が見える「浴鳧」の語に着目してみよう。この





















































































































に自身の姿を重ねていた。その到達点が「白鳧行」として結晶している。この楽府における羽の白くなった は杜甫が新たに造形したものであったが、この白鳧は杜甫の自画像となっ のである。こ ことが南宋・咸淳七年（一二七一）の進士、黎廷瑞（？～一三〇八） 、字は祥仲に強い印


































2） 「鳧雁」 について成善楷『杜 箋記』は『詳注』の見解を否定して以下 よう 指摘する。
　　
仇訓「宿」為「鳧宿池辺樹」的宿、誤。拠所引『西京雑記』 、







4）曹慕樊『杜詩雑説』 （四川人民出版社、一九八一） 、鄭紹基『杜詩別解』 （中華書局、一九八七）にも、この楽府の寓意についての言及がある。後者は典拠を博捜していて詳細である。
（
5）五律「風雨」 （ 鄱陽五家集』巻五）に、 「詩添子美痩、酒減次公狂（詩は添う子美の痩 酒は減ず次公の狂） 」とある。
